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叢
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母
国
語
教
育
・
外
国
語
教
育
と
い
う
「
言
語
の
教

育
」
に
か
か
わ
る
学
理
と
契
践
に
、
関
連
諸
科
学
を

加
え
た
、
ま
っ
た
く
斬
新
な
共
同
研
究
が
企
画
さ
れ

「
言
語
教
育
学
監
事
」
と
し
て
'
左
の
よ
う
に
そ
の

第
一
期
分
六
巻
が
刊
行
さ
れ
た
0

第
一
巻
「
言
語
教
育
の
本
質
と
目
的
」

第
二
巻
「
言
語
教
育
の
内
容
と
方
法
」

第
三
巻
「
言
語
教
育
と
関
連
諸
科
学
〓
」

第
四
巻
「
言
語
教
育
と
関
連
諸
科
学
は
」

第
五
巻
「
言
語
教
育
と
関
連
諸
科
学
㈱
」

第
六
巻
「
言
語
教
育
の
問
題
点
」

第
1
巻
「
言
語
教
育
の
本
質
と
目
的
」
は
三
部
構

成
に
な
っ
て
い
る
。
第
一
部
は
、
母
国
語
教
育
の
立

場
か
ら
森
岡
健
二
氏
が
、
心
理
学
や
コ
-
ユ
ニ
ケ
I

シ
ョ
ン
理
論
を
ふ
ま
え
つ
つ
'
新
し
い
「
内
語
・
外

語
」
の
角
度
か
ら
、
日
本
語
の
機
構
、
言
語
の
四
領

域
へ
教
育
上
の
問
題
な
ど
を
論
じ
、
母
国
語
教
育
の

改
善
を
「
内
語
」
の
力
曇
尚
め
る
方
向
で
'
具
体
的

に
提
言
し
て
お
ら
れ
る
。
一
方
、
外
国
語
教
育
の
立

場
か
ら
芹
沢
栄
氏
は
'
外
国
語
教
育
の
目
的
か
ら
広

く
外
国
の
言
語
観
に
ふ
れ
、
言
語
習
絹
に
焦
点
を
あ

て
、
「
習
得
」
と
「
通
性
」
へ
「
習
得
成
功
の
条
件
」

な
ど
い
ろ
い
ろ
な
言
語
学
習
の
問
題
を
と
り
あ
げ
、

中
学
・
高
校
・
大
学
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
考
え
、

教
師
・
教
材
の
問
題
に
も
ふ
れ
て
お
ら
れ
る
0
第
二

部
で
は
'
第
1
部
の
二
論
文
を
ふ
ま
え
て
、
編
集
委

員
の
三
先
生
が
「
共
同
討
議
」
を
し
て
お
ら
れ
る
。

松
元
先
生
の
司
会
で
、
「
言
語
観
」
「
言
語
教
育
観
」

「
言
語
教
育
の
理
念
と
基
盤
」
　
「
言
語
教
育
学
の
構

想
」
等
'
歴
史
的
な
縦
の
つ
な
が
り
と
、
母
国
語
と

外
国
語
と
の
関
係
及
び
関
連
諸
科
学
の
問
題
と
い
う

横
の
つ
な
が
り
と
が
意
図
さ
れ
へ
第
一
部
で
現
実
問

題
に
即
し
な
が
ら
別
々
に
問
題
捉
起
さ
れ
た
こ
と
を

的
確
・
総
合
的
に
討
議
の
場
に
と
り
あ
げ
て
あ
る
.

さ
ら
に
第
三
部
で
は
、
全
体
的
に
総
括
す
る
形
で
'

監
修
者
'
西
尾
先
生
の
「
言
語
教
育
学
の
発
見
」
、

石
橋
先
生
の
「
言
語
教
育
学
の
構
想
」
の
二
論
稿
が
、

そ
れ
ぞ
れ
「
言
語
教
育
学
」
へ
の
情
熱
と
期
待
に
満

ち
た
「
道
標
」
を
示
し
て
い
る
o

第
二
巻
の
構
成
も
三
部
構
成
で
、
第
t
巻
の
原
論

的
立
場
か
ら
の
問
題
提
起
に
対
し
'
こ
こ
で
は
教
育

を
実
践
す
る
場
で
具
体
的
諸
条
件
の
検
討
が
な
さ
れ

て
い
る
。
第
1
部
は
'
母
国
語
教
育
の
立
場
か
ら
'

倉
沢
栄
吉
氏
が
'
「
言
語
生
活
」
や
「
言
語
教
育
の
方

法
」
な
ど
に
つ
い
て
ア
メ
-
カ
の
文
献
等
'
広
-
引

用
し
て
'
理
論
に
密
着
し
た
新
し
い
問
題
を
具
体
的

に
示
し
へ
学
習
指
導
内
容
の
試
案
を
出
し
て
お
ら
れ

る
。
外
国
語
教
育
の
立
場
か
ら
は
'
宮
田
斉
氏
が
ど

自
身
の
体
験
を
回
想
風
に
述
べ
、
学
ぶ
側
か
ら
言
語

教
育
の
内
容
と
方
法
に
関
す
る
問
題
を
提
起
し
、
さ

ら
に
教
え
る
側
か
ら
の
問
題
点
に
つ
い
て
も
検
討
を

試
み
て
い
る
.
第
二
部
は
.
楕
集
三
先
生
の
討
議
で
'

言
語
の
「
教
育
」
と
い
う
大
き
な
視
野
か
ら
問
題
が

と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
「
母
国
語
の
面
で
は
『
文

字
言
語
』
か
ら
『
音
声
言
語
』
へ
と
い
う
重
点
の
移

動
が
教
育
の
場
面
に
も
は
っ
き
り
出
て
」
　
(
こ
い
ペ
)

お
り
'
そ
れ
は
外
国
語
教
育
に
も
共
通
す
る
と
し
つ

つ
も
、
母
国
語
教
育
と
外
国
語
教
育
の
異
質
性
か
ら

く
る
問
題
(
例
へ
学
習
開
始
期
の
差
な
ど
)
も
考
え

ら
れ
て
い
る
。
言
語
教
育
の
場
や
教
師
、
教
授
法
の

問
題
へ
視
聴
覚
教
育
へ
評
価
な
ど
の
「
方
法
」
に
関

し
て
も
討
議
が
な
さ
れ
t
 
I
・
Q
や
言
語
能
力
、
関

連
諸
科
学
へ
の
「
往
役
運
動
」
な
ど
、
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
多
-
の
問
題
が
'
示
唆
深
-
指
摘
、
検

討
さ
れ
て
い
る
。
第
三
部
は
、
西
尾
へ
　
石
橋
両
先
生

の
対
談
「
言
語
教
育
学
へ
の
提
言
」
で
、
広
い
視
野

に
立
つ
お
二
方
の
「
言
語
教
育
学
」
へ
の
期
待
が
具

体
的
に
語
ら
れ
て
い
る
。

「
私
は
必
ず
し
も
同
語
教
育
と
外
国
語
教
育
と
を
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統
7
す
る
と
い
う
こ
と
を
急
ぐ
必
要
は
な
い
と
思
い

ま
す
」
(
西
尾
)
と
、
言
語
教
育
を
学
的
な
も
の
と
し

て
樹
立
さ
せ
る
た
め
に
は
放
し
い
態
度
が
必
要
で
、

じ
っ
-
り
構
え
て
へ
　
「
統
一
し
た
理
論
と
か
学
説
を

た
て
る
こ
と
を
あ
ま
り
急
い
じ
ゃ
い
け
な
い
」
と
語

ら
れ
る
な
ど
、
傾
聴
さ
せ
ら
れ
る
点
が
多
い
。

第
三
巻
か
ら
第
五
巻
ま
で
は
、
第
1
、
二
巻
の
原

論
的
、
概
論
的
問
題
提
起
を
う
け
て
'
言
語
教
育
の

あ
り
方
に
関
し
て
、
そ
れ
に
関
連
す
る
諸
科
学
二
五

分
野
か
ら
発
言
が
な
さ
れ
て
い
る
。

第
三
巻
で
は
「
言
語
」
に
か
か
わ
る
領
域
と
し
て

言
語
プ
ロ
パ
ー
の
立
場
か
ら
「
比
較
語
学
」
　
(
捉
垣

実
)
、
「
国
語
学
」
　
(
佐
藤
喜
代
治
)
、
「
英
語
学
」

(
桝
井
迫
夫
)
I
.
「
文
体
論
」
　
(
東
田
千
秋
)
が
、

医
学
・
生
理
学
と
の
関
連
か
ら
「
大
脳
生
理
学
」
(
時

実
利
彦
)
、
「
言
語
医
学
」
　
(
平
井
昌
夫
)
が
'
教

育
に
か
か
わ
る
領
域
と
し
て
「
学
習
心
理
学
」
　
(
三

好
稔
・
広
畑
亘
)
、
「
教
育
社
会
学
」
(
新
郷
池
也
)

の
諸
科
学
か
ら
言
語
教
育
の
問
題
点
に
照
明
が
あ
て

ら
れ
て
い
る
。

第
四
巻
で
は
「
言
語
」
に
か
か
わ
る
も
の
と
し
て

「
意
味
論
」
　
(
石
橋
幸
太
郎
)
、
「
一
般
音
声
学
」

(
鳥
居
次
好
)
、
「
国
際
補
助
語
」
(
三
宅
史
乎
)
、

心
理
学
と
の
開
通
で
「
言
語
心
理
学
」
　
(
村
石
昭

三
)
、
「
文
章
心
理
学
」
　
(
安
本
芙
典
)
、
総
合
的

に
「
人
間
コ
,
,
,
ご
1
ケ
I
シ
ョ
ン
の
科
学
」
　
(
田
中

靖
政
)
へ
ま
た
教
育
に
か
か
わ
る
領
域
と
し
て
「
教

育
方
法
学
」
　
(
杉
山
明
男
)
へ
「
視
聴
覚
教
育
」
(
村

田
碩
男
)
、
「
言
語
政
策
」
　
(
塩
田
紀
和
)
　
な
ど
九

つ
の
開
通
分
野
か
ら
、
言
語
教
育
の
あ
り
方
に
対
し

て
新
た
な
視
点
が
提
供
さ
れ
て
い
る
。

第
五
巻
で
は
'
言
語
プ
ロ
パ
ー
の
立
場
に
立
つ

「
言
語
学
」
(
泉
井
久
之
助
)
、
「
言
語
哲
学
」
　
(
山

元
一
郎
)
を
は
じ
め
と
し
て
「
論
理
学
」
　
(
沢
田

允
茂
)
、
「
文
学
研
究
」
　
(
大
和
資
雄
)
、
「
言
語
.

人
類
学
」
　
(
国
弘
正
雄
)
へ
放
近
特
に
重
要
視
さ
れ

て
き
た
領
域
の
「
同
時
通
訳
」
　
(
斉
藤
美
津
子
)
、

「
機
械
翻
訳
」
　
(
和
田
弘
)
が
と
り
あ
げ
ら
れ
、
最

後
に
「
教
育
」
を
軸
と
し
た
「
比
較
教
育
学
」
　
(
良

井
重
夫
)
と
い
う
八
分
野
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門

領
域
に
お
け
る
現
在
の
到
達
点
を
ふ
ま
え
な
が
ら
、

言
語
教
育
の
問
題
が
考
察
さ
れ
て
い
る
O

右
の
二
五
分
野
が
関
連
諸
科
学
と
し
て
と
り
あ
げ

ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
「
言
語

教
育
」
に
対
し
て
多
様
な
関
係
は
も
つ
も
の
の
、
そ

れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
を
担
当
し
つ
つ
同
時
に
あ
い
よ

っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
受
け
持
ち
へ
　
お
互
い
に
密

接
に
か
か
わ
り
あ
う
面
を
も
つ
と
い
う
「
相
互
間
に

縦
横
の
掴
目
を
な
し
複
雑
な
開
通
を
持
ち
つ
つ
へ
全

体
と
し
て
『
言
語
教
育
』
を
支
え
る
重
層
的
構
造
体
」

を
な
す
と
考
え
ら
れ
'
終
局
的
に
は
「
言
語
教
育
学
」

体
系
へ
と
総
合
す
る
こ
と
が
ね
ら
わ
れ
て
い
る
。

第
六
巻
は
、
本
鍔
討
第
1
期
の
問
題
提
起
の
締
め

く
く
り
と
し
て
意
図
さ
れ
、
ア
ン
ケ
ー
ト
中
心
の
三

部
構
成
を
と
っ
て
い
る
。
第
一
部
「
言
語
と
教
育
」

は
'
「
一
般
有
識
者
の
意
見
」
と
し
て
'
荻
原
井
泉

水
、
相
秀
彦
、
中
島
健
蔵
、
佐
古
純
一
郎
、
石
黒
修
'

家
事
富
士
雄
、
池
E
E
故
三
郎
へ
　
田
中
宝
1
、
小
川
芳

男
'
坂
西
志
保
'
荒
正
人
、
倉
石
武
四
郎
、
藤
原
与

T
、
奥
平
光
、
片
桐
ユ
ズ
ル
、
癖
本
保
人
、
宮
原
誠

一
へ
扇
谷
正
造
へ
大
岡
信
、
林
柵
'
椋
鳩
十
、
羽
仁

進
、
藤
宗
寛
治
、
立
川
.
g
人
'
関
根
弘
、
い
い
だ
も
も

と
い
う
、
い
ず
れ
も
学
問
・
芸
術
・
文
化
:
ソ
ヤ

ー
ナ
-
ズ
ム
・
実
業
界
な
ど
、
国
語
生
活
、
言
語
生
活

の
あ
ら
ゆ
る
統
域
で
活
躍
し
て
お
ら
れ
る
方
々
が
'

言
語
教
育
に
対
し
て
賃
重
な
示
唆
を
与
え
て
お
ら
れ

る
0
第
二
部
「
言
語
教
育
の
契
状
と
問
題
点
」
で
は

「
関
係
各
界
代
表
者
の
意
見
」
と
し
て
、
望
月
久
貴
'

増
淵
恒
吉
へ
大
久
保
忠
利
'
鈴
木
忍
へ
阪
本
1
郎
'

八
木
橋
雄
次
郎
、
西
原
慶
て
　
渋
谷
宗
光
、
朱
平
田

夏
雄
、
清
水
貞
助
、
宍
戸
良
平
と
い
う
「
言
語
教
育

の
災
状
」
に
詳
し
い
方
々
が
'
大
局
的
見
地
か
ら
'

契
践
の
場
に
買
重
な
問
題
点
の
指
摘
を
し
て
お
ら
れ

る
.
第
三
部
「
教
育
実
践
の
場
に
お
け
る
言
語
教
育

の
実
状
と
問
題
点
」
で
は
、
教
育
実
践
の
場
に
お
ら
れ

る
約
四
二
〇
名
の
教
師
の
方
々
が
意
見
を
寄
せ
'
そ

れ
を
「
国
民
教
育
」
　
「
母
国
語
教
育
」
　
「
外
国
語
教

育
」
に
分
け
へ
編
集
委
員
の
三
先
生
が
分
担
へ
集
約

し
て
お
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
な
、
全
く
新
し
-
、
ユ
ニ
ー
ク
な
髭

古
で
'
参
考
文
献
八
百
余
を
は
じ
め
「
言
語
教
育
百

科
事
典
」
的
性
格
も
あ
っ
て
'
言
語
教
育
に
た
ず
さ

わ
る
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
、
よ
り
ど
こ
ろ
へ
　
支
え
に

な
る
好
帯
封
で
あ
る
。

(
A
5
判
、
全
六
巻
、
平
均
二
八
〇
ペ
、
各
巻
六

八
〇
円
へ
　
文
化
評
論
社
)
　
　
　
　
　
(
白
石
寿
文
)
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